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本麦は昭和34年10月1日現在の男女．年雌別推計人口および昭和ユ4年4月1日から剛5年3月31日までの死亡にもとづいて¶
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130　　司法・警察

民事事件の概況

昭和35年中に．府下の全裁判所に新しく提起された民

事事件数は約6万6千件で．前年にくらペ0．6％の滅小

を示したが、年間における既済件数が新受件数を越える

にいたらなかったため、未済件数は昨年のそれを3．2％

上回る3万5千件近い数をかぞえた。

事件別にみると、訴訟事件は新しく1万3千件が提起

され、調停事件もまた5千件近い数を記録したが、いず

れも前年よりはいくぶんの減小となった。なお裁判所別

に事件数の割合をながめると，総数の55％は簡易裁判所、

40％は地方裁判所．5％が高等裁判所扱いのものとな

り、例年この割合は一定した傾向を示している。

刑事事件の概況

府下全裁判所が新しく取扱った事件人員は33万6千余

人であった。昨年は簡裁における「略式」事件のうち交

通事件が．その重点を検挙から指導に移行したためによ

る事件人員の激減をみせていたが、本年はふたたび略式

事件の増加がめだち、事件別にみると、前年に対し「訴

訟」はわずかに200件足らずの増加にもかかわらず「略

式」はしっに9．591人、ほぼ1万人の増加をみせてい

る。

新受事件人員を各裁判所別にみると．まず高裁扱いの

ものは約4千人、地裁扱い2万8千人、簡裁扱いは30万

5千人となり、総数に占める各裁判所扱い数の割合は、

民事事件と同様一定した傾向をもつもののほとんどが簡

裁扱いのものとなっている。

一方府下各施設における受刑者の状況をみると、拘置

所ならびに刑務所に収容されている者は．昭和35年末現

在で4．148人をかぞえ前年とはば同様数となっている。

またその年齢別では20歳台が41％、30歳台が38％の割合

を占め、刑期別では5年以下が76％に当っている。なお

少年院および少年鑑別所の年末収容人員は684人と146人

をそれぞれ数え、増加の傾向をみせている。

刑法犯の発生状況

昭和35年中に府下で発生した刑法犯罪の全件数は．咋

年とはぼ同様年12万9，134件を記録し．毎日約4分間に1

件の割合で発生をみたこととなった。罪種別では、窃盗

犯の10万3千件〔79．8％）を筆頭に、傷害4，364件、詐

欺3，333件．暴行1．832件が大きい数を示しているが、

殺人、強盗等を含む凶悪犯罪件数も1，287件を数え、前

年の1，109件に対しては16％の増加をみせている。

なお凶悪犯罪についてみると、普通強盗391件（30．4

％）．強かん371件（28．8％）、殺人238件（18．5％）が

依然として大きな割合を示している。また昭和35年中に

発生した被疑者3万8，695人についてその犯罪の動機原

因をみると、凶悪犯一般犯ともに利欲関係が最も大きく

47％の割合を占め、ついで凶悪犯では偶発的（そのうち

「強かん」がほとんどである）、一般犯では怨恨・憤怒

関係が多い。また被疑者の職業別では、工場鉱山等の労

務者が半数を上回り．ついで無職者がはば24％．商店従

業員、勤め人学生等はいずれも10％前後の割合となっ

ている。さらに学力別にみると、中学卒業または中退者

が最も多くて56．7％となり．ついで小学校卒または中

退、高校卒または中退の順となる。

一方、増加の傾向にある少年犯罪のすう勢をみると、

昭和32年の9，736件は以後毎年増加して昭和35年は1万

2，314件をかぞえ．前年に対して4．5％の増となったが、

32年に対してほじつに26％もの増加となっている。罪

種別に昭和35年の件数をみると、凶悪氾罪687件のうち

「強かん」が364件で58％の割合をrliめ．ついで普通強

盗．強盗傷人が大きく140件、114件をそれぞれかぞえ、

一般犯罪では縁数1万988件のうち5，866件を「窃盗」

が占め、ついて「傷害」「恐喝」がそれぞれ1．419件．

1，153件と大きな数をかぞえている。また犯罪少年を職

業別にみると．まず学生生徒では例年中学生が最も大き

い割合を占めていることに変りはないが、本年は前年に

くらペて人員が減少．反面横ばい状態であった高校生が

200人近くも増加したことは注目される。なお有扱者別

では工員、商店員、運転手・助手がそれぞれ1・2・3

位を占めており．年齢別には18－19歳が41％．16－17歳

が35％．14～15歳は24％の割合となっている。

0作
」　昭和31年▲一一一一一J r　　　32年一・・一一一」】＋33年＋－L肝34年一一一」r＋35年＋1

犯罪の発生と検挙の罪種別にみた割合

発　生　揺敦129，134件　　　　　　　【昭和35年中一
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受　　処　　理　　人　　員
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第　三l　表
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4

■
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■

3

3

3

3

■

■

一

和
　
　
　
和

昭
　
　
　
昭

大阪地方検察庁
堺　　支　　部
岸和田支部
大　阪区換察庁
都　島区検察庁
生　野区検察庁
西淀川区検察庁
阿倍野区検察庁
池　田区検察庁
豊　中区検察庁

吹　田区検察庁
茨　木区検察庁
布　施区検察庁
枚：方区検察庁
堺　　区検察庁
富田林区検察庁
羽曳野区検察庁
岸和田区検察庁
佐　野区検察庁

資　料　　大阪地方検察庁捻鹿部誠査課。（検察統計年報）

第1表

受
新　規　事　件　I l　家裁から送致

るもの
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資　料　　法務大臣官房司法法制調査部調査統計課。（検察統計年報）

第　5　表
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資　料　　法務大臣官房司法法制調査部調査統計課。（険察統計年報）



司法・雷察　　椚7

刑　事　事　件　人　員

を含む。なお略式とは簡易裁判所の取扱う事件のうち5万円以下の罰金．科料事件をいうほか．交通即決事件

所判

野岸和田l佐L竺竺」訂「妄‾藻‾1読‾‾‾釘頂中豊田西淀川i阿倍野l池

′

h

U

 

O

 

n

O

5

9

′

0

4

4

2

⊂
J
4

1

4

0

8
／
h
U
2

0

5

3

4
Q
U
2

1

0

2

【
ヽ
J
・
4
－
2

「
⊃
．
4

0

7

′

h

U

1
0
0
0

只
7
4
4

′

h

U

【

〕

0

′

0

8

一

▲
T
t
l
■
ヽ
一

3

1

■

■

■

■

0

6

▲

了

q

〓

ユ

一
「
▲
1
4

1

9

4

5

6

4

一
「
▲
7

2

8

2

4
4

0

0

　

■

4

′

D

二

ソ

′

h

V

4

つ

ム

12一

8

8

4

1

′

0

4

0nU O7

／

0

′

0

1

1

　

■

／
h
）
／
0

5

5

一

／

b

／

〇

一

・
・
．
・
L
 
t

艮：　毒　草　件　数

告受私上告審．通常前払再審を含む。

所

富田林㌻　羽曳野

0

3

2

　

人

U

9

3

　

4

7

0

3

4

　

　

　

5

5

　

　

　

■

．

ヽ

J

■

．

ヽ

J

4

0

5

　

8

凸

0

5

　

1

■

．

、

J

’

1

3

0

U

 

O

　

3

4

9

　

′

0

0

5

2

2

2

　

2

2

1

　

つ

‘

2

2

4

9

2

　

1

／

h

）

7

　

5

3

q

ノ

5
4
1
　
・
・
4
－
4
　
　
　
4
4

0

9

1

　

4

7

1

　

／

h

U

‘

U

3

　

0

′

0

7

9

9

7

一

　

‘

U

／

h

　

4

　

5

′

0

2

　

7

／

h

U

▲
「
▲
T

l

－

．

【

■

■

．

1

　

′

0

8

．

4

　

1

′

－

U

 

q

U

　

4

1

「

ヽ

）

9

8

一

4

　

1

1

2

　

4

′

0

7

　

3

1

4

一

■

．

－

■

■

．

－

■

2

　

7

【

＝

8

7

　

′

D

8

5

　

2

9

0

4
4
1

p
U
．
4
8
　
3
1
0
　
／
0
9
7

9
8
2
　
／
h
U
3
／
h
U
 
O
1
．
4
．

4
9
2
　
6
3
1
　
4
0
0
5
　
4
8
／
b

判

妹方枚施布木茨田吹中豊田地

4
3
／
0

一

T

O

一

「

　

3

n

7

0

　

′

h

U

っ

J

2

　

5

8

2

3

9

3

　

l

／

－

U

l

　

つ

J

へ

J

9

　

8

0

U

3

8

6

4

　

2

1

2

　

2

つ

ん

　

　

　

3

2

1

■

U

6

1

　

9

4

9

　

3

n

U

2

　

Q

U

2

0

0

0

6

　

／

h

U

′

n

）

つ

J

　

7

／

h

U

′

L

U

 

L

⊃

Q

U

′

0

2

’

1

2

　

1

1

1

　

－

1

1

　

　

　

8

ハ

H

V

4
9
8
　
5
5
・
4
　
7
7
7
　
2
7
7

’

一

9

6

　

4

5

．

月

「

　

9

2

／

0

　

つ

J

1

5

7

7

2

　

7

つ

J

 

O

 

O

4

7

　

0

0

■

．

ヽ

）

0

7

2

4

　

0

（

U

4

　

5

4

↑

ヽ

J

0
0
6
2
　
0
9
0
　
4
／
h
U
／
h
U
　
3
1
5

0
0
2
　
1
　
　
1
　
1
1
　
　
　
0
0
n
0

9

一

h

U

8

　

8

1

0

ノ

　

′

○

つ

一

〇

〇

　

一

つ

つ

J

1

5

亡

U

5

　

4

5

1

　

5

／

h

V

2

　

5

「

、

J

 

l

つ

J

3

．

4

－

　

つ

エ

っ

J

3

　

1

0

・

・

4

▲

■

て

川

－

1

－

．

■

一

　

l

 

P

U

5

　

0

1

0

　

2

2

2

－

．

■

J

3

2

　

1

3

／

h

）

　

3

2

2

　

1

7

－

4

3

1

9

　

9

．

4

へ

J

　

／

h

U

9

4

　

8

8

2

裁　判　所　別、事　件　別

走去は府下各裁判所で取扱った各年中のもので、訴訟は裁判所により異るが第一審、控訴審トヒ吾輩．再審

を含んでいる。

136　　司法・讐棄

第i　表
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第l　表 施　設　別　受　刑　者
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第12表 少　年　院　の　入　出　院
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